
〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 

取組の名称 地域づくり会議の設立運営と事業展開 

28 年度募集テーマ ■『笑顔』  ■『場づくり』   ※該当テーマに してください。

テーマとの関連 

◎テーマをどのように受け止め、貴団体の取組と合致すると考えたのかをお書きください。 

地域づくり会議は、地域に密着した情報の共有や課題解決の場とし、課題

解決に向けた話し合いや方向付け、支援体制等を総合的に調整し推進するこ

とにより、地域で支え合い、安全で安心して笑顔で暮らせる平井学区を目指

すことを目的としており、テーマに合致する。 

目的・解決をはかり

たい課題の状況・目

標 

◎取組の目的、解決をはかりたい社会課題の状況把握・ニーズ把握、解決後の姿（目標としてい

る状況）などについて記載してください。 

各団体が把握している地域課題アンケート分析結果は、下記の通り。 

下記記載の課題や要望事項等を「地域づくり会議」で、地域課題の解決す

べき優先順位付けや課題解決の方向付けなどを議論し、課題解決に向けた取

組みを行っている。なお、効率的な会議運営を行うため、議論された課題や

テーマに応じて専門部会を発足し、課題解決策の検討等を行っている。 

               記 

区分 項目 課題・要望 

高齢者 

高齢者一人暮らし及び 

高齢者のみの世帯対策 

見守り・声かけ体制の充実 

要支援・要援護体制の構築 

認知症対策 認知症の人や家族への支援体制の構築 

行政・医療・介護等関係機関との連携 

ネットワークの構築 

シルバークラブ対策 加入率向上策の検討 

子育て 子育て中の親の支援対策 孤立防止策の検討 

青少年 
不登校対策 行政・文教機関、地域及び家庭間連携 

ネットワークの構築 

人づくり 
若手リーダ育成対策 各種団体の若手後継者育成の検討と 

活動内容の活性化策検討 

その他 空き家対策 空き家の地権者確認や処分方法 

現在、二つの専門部会を立上げ、課題検討等を行っている。 

「高齢者対策専門部会」は、認知症予防対策事業の一環として「オレンジカ

フェひらい」の立上げと運用を開始した。また「地域課題・ニーズ調査専門

部会」では、地域課題の解決と地域資源を活かした事業計画や活動計画策定

に繋げることを目的に、各世代のニーズ調査を実施すべく検討を行っている。 



取組の内容 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

・対象地域：平井小学校区 

・対象者：学区民全員 

・対象人数：13,143人、対象世帯数：5,879世帯（平成27年9月末現在） 

２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

・平井学区連合町内会           １０名 

・平井学区安全・安心ネットワーク      １名 

・平井地区民生委員・児童委員協議会     １名 

・平井地区社会福祉協議会          １名 

・平井学区愛育委員会            ２名 

・平井学区防犯協議会            １名 

・平井学区交通安全対策協議会        １名 

・交通安全協会平井支部           １名 

・平井学区交通安全母の会          １名 

・平井学区コミュニティ協議会        １名 

・平井消防分団               ２名 

・平井電子町内会ホームページ委員会     １名 

・平井学区シルバークラブ連合会       １名 

・平井すずらん交流会            ２名 

・山陽学園大学・山陽学園短期大学      ３名 

・ＮＰＯみんなの集落研究所         ２名 

・岡山市社会福祉協議会           １名 

・岡山市中区保健センター          ２名 

・岡山市中区地域包括支援センター      ２名 

・岡山市ふれあい介護予防センター      １名 

・岡山市立東山公民館            １名 

・岡山市市民協働局 市民協働企画総務課 市民活動支援室 地域担当職員 １名 

      【合計】           ３８人＋α 

３ 活動内容、実施方法などを具体的な活動ごとに箇条書きでお書きください。 

（１）地域づくり会議発足までのプロセス 

  ・地域づくり会議設立企画会議開催（２回）と会議設立準備作業 

・連合町内会総会にて、地域づくり会議設立と会議運営予算承認 

・地域各団体に対し、団体推薦代表者選出及び地域解題アンケート実施 

・各団体からのアンケート回答集計、会議規約案作成等を実施 

・地域づくり会議 第１回定例会開催 

会議規約案の協議 

地域課題アンケートの分析結果から、検討すべき優先課題の選定及び 

課題検討の進め方等を議論 等 



（２）地域づくり会議発足後の主な活動 

①定例会の開催（年4回） 

②臨時会の開催（適宜） 

③専門部会の発足と専門部会の開催（適宜） 

定例会で議論された課題やテーマに応じて専門部会を発足。 

  現在、高齢者対策専門部会と地域課題・ニーズ調査専門部会の2部会発足。 

④研修会の実施（計4回） 

外部講師を招聘し、会議運営手法、課題解決策の検討方法、地域づくりの 

先進事例、高齢者対策についての岡山市の取り組み等を習得。 

⑤地域づくりや認知症対策の先進地域への視察（島根県雲南市、鳥取県琴浦町） 

⑥地域づくり会議の活動状況を情報発信及びＰＲの実施 

学区発刊の「連合町内会だより」や学区ホームページ「平井学区電子町内会」

に地域づくり会議の活動内容を掲載し、学区内外への情報発信等を実施。 

４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

・平井学区電子町内会ホームページのＵＲＬ 

http://townweb.e-okayamacity.jp/hirai-rengou/ 

協働の体制 

◎協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など、

具体的に記載してください。

・平井学区地域づくり会議の学区各団体（14団体） 

⇒地域活動の各種団体から推薦された団体代表と連合町内会の役員で構成した 

同会議の常任委員が、会議運営を行う。なお、常任委員は、自らが所属する 

団体に対し、地域づくり会議の存在と意義を周知し、同会議の目的達成の為 

の情報収集や情報提供に努めることとしている。 

・関係行政機関及び関係機関（以下、6機関） 

・岡山市立東山公民館、岡山市社会福祉協議会、岡山市中区地域包括支援センター

・岡山市中区保健センター、岡山市ふれあい介護予防センター 

・岡山市市民協働局 市民協働企画総務課 市民活動支援室 

⇒地域づくり会議のテーマに応じて、同機関の専門職から支援を受けている。 

尚、岡山市市民協働局 市民協働企画総務課 市民活動支援室の地域担当職員 

は、地域づくり会議の事務局支援や各種行政機関との連絡・調整や取次ぎ等 

の調整役を担ってもらっている。 

・山陽学園大学・山陽学園短期大学 

⇒・全般的な活動支援、学生ボランティア派遣  

 ・「オレンジカフェひらい」開催支援 等 

・ＮＰＯみんなの集落研究所 

⇒・研修会の講師派遣 

・地域課題・ニーズ調査専門部会の調査手法や戦略会議等アドバイザー派遣 

及び調査企画や集計・分析等の支援 等 



取組の工夫 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点を記載してください。 

・連合町内会役員のみならず、地域の各種団体から推薦された団体代表者

によって構成する協議体を組織し、会議運営を行った。 

・外部講師を招聘し、地域課題の抽出や分析、課題解決策の検討方法等会議

の運営手法の習得を行い、また地域づくりの先進地域団体・組織への視察

も行った。 

・地域の各種団体に対し、団体が把握している地域課題等のアンケートを行

い、そのアンケート結果から、地域課題の分析と解決すべき優先順位付け

や課題解決に向けた方向付け等を議論し、課題解決に取り組む方針とした。 

・協議する議題やテーマにより、行政機関や関係機関の専門職の参加を求め

ることとした。 

・効率的な会議運営を行う為、専門部会（プロジェクトチーム）を置いた。 

・学区発刊の「連合町内会だより」や学区ホームページ「平井学区電子町内 

会」に地域づくり会議の活動内容を掲載し、学区内外への情報発信とＰＲを 

行った。 

◎取組の特徴やアピールポイントを記載してください。 

・地域の各種団体が把握している地域情報や地域課題、行政情報の共有化と

見える化が図れる。 

・地域の各種団体の代表者から構成されているため、議論された内容や方針

などを所属する団体へ周知することにより、学区一丸となって地域課題に

取り組むことが出来る。また、各種団体の各代表は、団体から推薦された

代表者であるため、団体の後継者や若手の育成にも繋がる。 

・行政機関からの地域各種団体に対する対応要望・要請内容は、団体によって

偏りがあり負担も大きくなっているが、本会議にて他団体への支援調整等が

行える。 

・本会議の存在意義や活動内容をＰＲすることにより、地域住民へ顔の見え

る関係づくりや地域コミュニティの重要性をアピールすることが出来る。 

・地域課題の取り組みに行政機関や関係機関の専門職の支援を受けることに

より、各分野の専門職との新たなネットワークの構築と連携が可能とな

る。

成果・効果 

◎取組を通じて得られた成果や、解決した社会課題の状況、また関連した地域への効果や変化な

どを記載してください。 

地域づくり会議では、各団体が把握している地域課題の情報共有、先進地の視察研

修などを通じて優先すべき地域課題を議論し、また、その課題解決策の具体検討と事

業計画案策定などを目的に専門部会を発足し、具体的な事業展開を行うまでの仕組み

づくりが確立した。  

なお、高齢者対策専門部会が、認知症予防対策事業の一環として「オレンジカフェ

ひらい」（認知症カフェ）を立上げ、10月8日に初回のオープンを迎えた。同カフェ

は毎月の開催を予定している。 

今後の活動展開 
など展望 

◎成果の普及や今後の活動展開など展望について記載してください。 

今後も地域課題の掘り起しや課題解決策の継続検討及び具体的な事業展開を行う

予定であるが、地域づくり会議を安定的に運営し、事業展開を行うための担い手の獲

得や資金調達など、さらなる基盤整備や新たな専門部会の発足が必要と考えている。 












